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年12回へ、バルーンの朝を日常に
　佐賀の空に浮かぶバルーンは、暮らしのそばにある「あたりまえ」

の魅力です。

　遠くから眺めるだけでなく、朝食と楽しむ「おめざとバルーン」

や係留体験で、もっと「気軽」にふれあえる機会を増やします。

　今年度は、体験機会を令和６年度の1.5倍、年12回へ。

　空を見上げたらバルーンがある。そんな佐賀らしい朝を、さらに

日常へと溶け込ませていきます。

人生のラッシュアワーに、安心の余白を
　20～30代は就職や結婚などが重なる「人生のラッシュ

アワー」と言われます。「本当はこうしたい」という希

望に、経済的な不安がふたをしないように。

　そんな願いから、新婚生活の住まいを支援し、結婚や

住まいに不安を感じる時期も後押しします。

　夫婦で暮らしを語り合える「豊かな時間」が、希望す

る人生の一歩を踏み出す力になればと願っています。

　今年、国史跡指定10周年を迎える東名遺跡。

　8,000年前の暮らしを今に伝える、日本最古・最大級

の湿地性貝塚です。

　木の実や編みかごまで残る貴重な宝を、守るだけで終

わらせたくない。

　佐賀大学の学生とも活用を考え、令和10年度開館予定

の新施設整備へ動き出しています。東名遺跡の新しい一

歩にご期待ください。

8,000年前の宝を、未来の拠点へ
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